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1 は じ め に

山形県におけるネギの栽培面積は473ha(1990年 )であ
るが,秋冬ネギが大部分であり,出荷期の拡大が求められ

ている。また,営農規模拡大と転換畑の利用作物としても

ネギは好適な作物である。

これまで,ハ ウスを利用した春まき育苗による8月 どり

や.露地の秋まき翌春定植による7月 どりの作型を確立 し

たが,さ らに,6月 どりのためのハウスを利用した栽培方

法について検討した。

2試 験 方 法

0)試験区
1)は種日 1988年 19月 30日 ,10月 15日 ,10月 31日

11月 16日

1989年 :10月 13日 ,10月 30日

2)供試品種 吉蔵 (武蔵野),長悦 (協和)
●)栽培概要
1)定植 1988年 :3月 13日  1989年 :3月 14日
2)栽植距離 苗床 :ベ ット幅 l IIl,10錮間隔に条は

本畑 :う ね幅 135cI,株 間 3 co

3)花球摘みとり 4月 11日 (1988年)及び4月 16日
(1989年)よ りほぼ10日 ごとに摘除。

4)保温 1988年 :10月 31日 から1月 31日 まで苗床に
トンネル被覆。1989年は10月 30日 から2月 8日 まで。

3 試験結果及び考察

0)生育 は種日が遅いはど苗の生育は劣り,特に,11
月16日 のは種では3月 中旬での定植は困難であった。年次

間の比較では,1989年 が暖冬であり,生育が優った。

品種間では,長悦は草丈が長く,葉数,茎径,苗重では1

988年は吉蔵,1989年は長悦が優った (表 1)。

12)抽台 抽台は4月 中旬より始まった。抽台率はは種
期が早いはど高かった。吉蔵の10月 13日 は種では,6月 上

旬に抽台率が100%に達し,その後,収穫までに約20%の

2次抽台が発生した。定植時の茎径では71m以上の苗は全

て抽台し,9 mm以 上の苗では収穫時までに20%以上の苗で

2次抽台した。10月 30日 は種では抽台率が100%に達 しな

かったが,収穫時まで抽台は続いた。茎径では9m以上の
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表 1 は種期,品種と苗の生育
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苗で100%抽台し,10mtt liの 苗では 2次抽台した。同じ

茎径の苗でもは種期の早い方で抽台が多かった。これは低

温遭遇時間の差と考えられる。

一方,長悦は抽台が極めて少なく,5月 17日以降は新た

な抽台が発生しなかった。また,は種期では10月 13日 でや

や多い傾向はあるが,吉蔵のような丼は見られなかった。

茎径でも12mm以上の苗で抽台率がやや高かった他は差がな

かった (表 2,表 3)。

3)収量 1989年では両品種,両は種期とも6月 中旬に
は収穫が可能であった。収量はは種期では1劇号13日が多かっ

た。これは,吉蔵では10月 13日 は種での抽台が早かったこ

とから,6月 18日 の収穫時には,側茎が伸長し収穫できる

大きさに達したものが多く,抽台くずが少なかったのに対

し,10月 80日 は種ではオ由台くずが217%と 多かったためて

表 2 は種期,品種と抽台率 (累計%)
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表 3 は種期,品種,茎径と抽台率 表4 は種期,品種と収量 品質 (1989年 )

4 ま と め
ハウス栽培による6月 どリネギの品種とは種期について

検討した。

0)品種 本作型では抽台が問題となる。抽台した株は
側茎の伸長したものを収穫することになるため,収穫時期

が遅れる。さらに,側茎が再び抽台 (2次抽台)すれば ,

収穫時期はもっと遅れる。

長悦は抽台が極めて少ないことから,収穫時期力渾 まり,

6月 中旬には10a当 たり約3tの収量が得られた。また,長

悦は品質も優れることから本作型の適応品種と考えられる。

(21 は種期 無加温ハウス内の育苗では,は種期が早い
ほど生育は進むが抽台が多くなる。しかし,抽台の少ない

長悦を用いれば,早いは種期ほど収量は増加する。

一方,あ まり早い時期のは種では夏秋作の作付けに影響

がある。収量性とハウスの効率的利用からして,は種適期

は10月 中旬である。

ある。

しかし,6月 28日収穫では10月 13日 は種で 2次抽台によ

る抽台くずが増加したため,は種期による収量差は少なく

なった。

一方,長悦では抽台による影響は少なく,早いは種期ほ

ど生育が進み多収となった (表 4)。

収量の品種間差では長悦が優った。

“

)品質 長悦は吉蔵に比較して,自根長が長く,茎が

便かった。また,観察では葉は立性で色が濃く,葉鞘基部

のしまりが良く,分けつが少ない特性が見られた。
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